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(1) 動機：巨大地震が切迫しているとされる現在，大地

震時における物的被害・人的被害を低減させるた

めの対策（減災対策）の推進は喫緊の課題である．

南海トラフ地震時などの津波浸水想定区域におい

て避難シミュレーションは多く活用されているが，物

的被害が津波避難時の円滑性・安全性に及ぼす

影響や，地域住民の共助活動（救助・消火活動）の

効果は十分に考慮されていない．そこで本研究で

は，木造住宅密集地域用に開発したシミュレーショ

ンモデル（Osaragi and Oki, 2017）を拡張し，別途実

行する津波浸水シミュレーション結果を入力可能と

することで，大地震時の物的被害や多様な人間行

動を考慮しながら，津波による人的被害を推定可

能なシミュレーションモデルを新たに開発した（図

1）．さらに，開発したシミュレーションモデルを用い

て，南海トラフ地震時の津波浸水想定区域の一つ

である高知市を例にシミュレーションを実行した．  
(2) 方法：木造住宅密集地域用に開発した「大地震時

の物的被害・人間行動シミュレーションモデル」

（Osaragi and Oki, 2017）を津波浸水想定区域用に

拡張するために，コードの書き換え（津波浸水シミ

ュレーション結果の入力や，津波による人的被害の

判定に対応）を行った．そして，大地震時の物的被

害や多様な人間行動を考慮しながら，津波による

人的被害を推定可能なシミュレーションモデルを新

たに開発した．あわせて，シミュレーションの対象地

域（高知駅を中心とする人口集中地区）を網羅する

電子地図データ（建物，道路等）を整備した．  

図 1：シミュレーションモデルの拡張方針 
 

(3) 結果：高知駅を中心とした地域に滞留する約 11 万

人を対象に，実際にシミュレーションを試行した（図

2）．今後は，津波浸水想定区域における減災対策

（避難計画の変更や市街地整備など）を具体的に

評価する予定である． 
(4) 使用したデータ： 

・ 「国土地理院基盤地図」国土地理院 
・ 「Zmap TOWN II（2014 年）」株式会社ゼンリン 
・ 「混雑統計®（2012 年）」株式会社ゼンリンデータコム 
・ 「津波浸水シミュレーションデータ」越村俊一教授

（東北大学）より提供 
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(6) 注：「混雑統計®」データは，NTT ドコモが提供する

アプリケーションの利用者より許諾を得た上で送信

される携帯電話の位置情報を，NTT ドコモが総体

的かつ統計的に加工したデータ．位置情報は最短

5分毎に測位されるGPSデータ（緯度経度情報）で

あり，個人を特定する情報は含まれない． 
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図 2：開発したモデルを用いた津波浸水想定区域に

おける人間行動シミュレーションの様子（大地震発生

から約 2 時間半経過後） 


